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1.団⾧挨拶
～あなたも、地域の力に～

私
た
ち
消
防
団
は

「
自
ら
の
地
域
は
自
ら

で
守
る
」
と
い
う
郷
土

愛
護
の
精
神
に
基
づ
き
、

普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
仕

事
を
持
ち
な
が
ら
消
防

署
職
員
と
連
携
し
て
消

火
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
地
震
や
風
水
害

に
お
け
る
警
戒
巡
視
、

避
難
指
示
・
誘
導
、
災

害
防
御
な
ど
、
多
岐
に

渡
る
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
近
年
は
全
国

各
地
で
甚
大
な
災
害
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
町
で
も
一

昨
年
の
豪
雨
で
は
２
４

時
間
雨
量
が
観
測
史
上

最
大
を
記
録
し
、
こ
れ

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

消
防
団
員
は
降
り
続
く
豪

雨
の
中
、
昼
夜
に
渡
る
水
防

活
動
、
住
民
の
避
難
誘
導
な

ど
懸
命
の
活
動
に
あ
た
り
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

と
と
も
に
、
町
民
の
不
安
解

消
に
努
め
ま
し
た
。

そ
の
功
績
は
、
「
令
和
５

年
防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大

臣
表
彰
」
を
受
賞
す
る
な
ど
、

地
域
防
災
の
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て

い
た
だ
い
た
も
の
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

消
防
団
活
動
は
団
員
に
掛

か
る
精
神
的
・
肉
体
的
負
担

は
大
き
く
、
家
族
や
職
場
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
は
不
可
欠

と
言
え
ま
す
。
飯
豊
町
消
防

団
に
お
い
て
も
消
防
団
へ
の

加
入
促
進
だ
け
で
は
な
く
、

団
員
の
処
遇
改
善
・
消
防
団

員
の
装
備
の
改
善
な
ど
、
団

員
一
人
一
人
が
や
り
が
い
を

感
じ
る
組
織
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
皆
さ
ま
か
ら
飯

豊
町
消
防
団
に
入
団
し
て
み

た
い
と
言
っ
て
い
だ
け
る
よ

う
、
魅
力
あ
る
事
業
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
あ
な
た
も

地
域
の
チ
カ
ラ
に
。

飯豊町消防団
団⾧ 田辺 隆

2.消防団の活動とは
～大切な人を仲間とともに守る活動～

消防団は、夜勤の消防職員が勤務する消防署とは異なり、火災や
大規模災害時に自宅や職場から現場に駆け付け、消火活動や救助活
動を行う非常勤特別職の地方公務員です。

①地域住民への啓発活動
小学生などへの啓発活動とし
て、初期消火の手順や日々の防
災・防火活動の普及活動を実施
しています。

② 消防団音楽隊の活動
飯豊町消防団では音楽隊とし
ての活動も行っています。
式典での演奏や、飯豊中学校
の定期演奏会での共演など様々
な場面で演奏を披露しています。



3.新入団員の紹介
今年度の新入団員を紹介します

・
所
属

第
一
分
団
第
一
部
第
一
班

・
名
前

小
松

崚

・
一
言

わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

で
す
が
、
頑
張
り
ま
す
！

・
所
属

第
一
分
団
第
二
部
第
一
班

・
名
前

坂
尾

優
也

・
一
言

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・
所
属

第
一
分
団
第
四
部
第
一
班

・
名
前

嶋
貫

翔
大

・
一
言

地
域
の
た
め
、
人
の
た
め

に
頑
張
り
ま
す

・
所
属

第
二
分
団
第
四
部
第
一
班

・
名
前

後
藤

敦
史

・
一
言

早
く
現
場
で
活
躍
で
き
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

・
所
属

第
二
分
団
第
四
部
第
一
班

・
名
前

船
山

慧
治

・
一
言

飯
豊
町
消
防
団
員
と
し
て

地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

・
所
属

第
二
分
団
第
四
部
第
一
班

・
名
前

鈴
木

涼
志

・
一
言

頑
張
り
ま
す
。

・
所
属

第
三
分
団
第
一
部
第
一
班

・
名
前

秋
山

拓
也

・
一
言

頑
張
り
ま
す
。

・
所
属

第
三
分
団
第
一
部
第
二
班

・
名
前

茂
木

源
尚

・
一
言

地
域
に
根
差
し
た
活
動
を

目
指
し
、
頑
張
り
ま
す
。

・
所
属

第
三
分
団
第
二
部
第
一
班

・
名
前

伊
藤

拓
馬

・
一
言

ま
だ
至
ら
な
い
点
が
多
い

で
す
が
一
日
で
も
早
く
お

役
に
立
て
る
よ
う
に
、
精

一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

・
所
属

第
三
分
団
第
二
部
第
一
班

・
名
前

志
田

浩
貴

・
一
言

消
防
団
員
と
し
て
、
地
域

に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

・
所
属

第
三
分
団
第
二
部
第
一
班

・
名
前

馬
卸

渉

・
一
言

分
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で

す
の
で
ご
指
導
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・
所
属

第
四
分
団
第
二
部
第
二
班

・
名
前

田
中

匠

・
一
言

こ
れ
か
ら
消
防
団
と
し
て

飯
豊
町
を
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・
所
属

第
四
分
団
第
二
部
第
一
班

・
名
前

八
島

佳
之

・
一
言

消
防
団
の
様
々
な
活
動
を

通
し
て
、
生
ま
れ
育
っ
た

飯
豊
町
の
力
に
少
し
で
も

な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

・
所
属

第
四
分
団
第
三
部
第
二
班

・
名
前

細
谷

航

・
一
言

町
内
の
皆
様
の
た
め
に

一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

・
所
属

第
四
分
団
第
三
部
第
二
班

・
名
前

渡
部

智
広

・
一
言

微
力
な
が
ら
、
生
ま
れ

育
っ
た
地
域
に
貢
献
で
き

れ
ば
と
思
い
入
団
し
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

・
所
属

本
部
分
団
第
一
部
第
一
班

・
名
前

鈴
木

慎

・
一
言

少
し
で
も
早
く
消
防
の
雰

囲
気
や
業
務
に
慣
れ
、
出

動
の
際
な
ど
に
皆
さ
ん
と

協
力
し
合
え
る
よ
う
な
団

員
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

・
所
属

本
部
分
団
第
一
部
第
三
班

・
名
前

小
池

真
美

・
一
言

若
さ
を
活
か
し
て
自
分
が

出
来
る
事
を
精
一
杯
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・
所
属

本
部
分
団
第
一
部
第
三
班

・
名
前

芳
賀

舞

・
一
言

町
外
出
身
な
の
で
、
ま
ず

は
皆
さ
ん
に
顔
を
覚
え
て

い
た
だ
く
こ
と
か
ら
始
め

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



Ｑ:災害が起きてない時も活動するの？
Ａ：いろいろな災害に対応するための訓練や車両、資機材の点検を行っていま
す。近年は女性の消防団への参加も増加しており、小学生などへの啓発活
動として、初期消火の手順や日々の防災・防火活動の普及活動など地域の
ために活動しています。

Ｑ:誰でも消防団に入れるの？
Ａ：飯豊町消防団条例では次の条件を定めておりますが、地域を守りたい、自
己成⾧したい方は入団ください。
１．年齢18歳以上の方
２．志操堅固でかつ身体強健な方

Ｑ:火災出動の他に活動はありますか？
Ａ：消防団の士気高揚のため行われる消防演習の他、一年の安全を祈願する出
初め式などの行事が行われています。近年では、団員負担軽減の動きがあ
り、飯豊町ではポンプ操法大会を廃止し、より活動しやすい消防団となっ
ています。

Ｑ:報酬はありますか？
Ａ：あります。飯豊町では、年額報酬と災害対応や訓練出動等に
対する手当が支給されます。個人の指定口座に振り込みをし
ています。また、一定期間以上勤務された後に退団された方
には退職報償金が支給されます。

Ｑ:活動に必要な被服は自費購入になりますか？
Ａ：消防団活動に必要な被服や編上げ靴と防火手袋などは貸与されます。

Ｑ:飲み会は多いですか？
Ａ：演習や出初式など年数回行事が行われ、飲み会もあります。消防団として
は、まずはご家族、ご家庭、自らの仕事が優先であるとして日頃より指導
しています。消防団員とそのご家庭への負担をかけないよう活動しやすい
環境づくりに努めています。

Ｑ:出会いの場はありますか？
Ａ：独身消防団員の出会いの場、私生活での充実に
つながるための楽しいイベントも企画されています。

4.Q&A
消防団に関するあれこれについて

自分磨き講座の様子
【お問い合わせ】
西置賜行政組合消防署飯豊分署 0238-72-2222
飯豊町役場総務課防災管財室 0238-87-0695


